
一
だ
ま
だ
少
な
い
が
、
納
品
の
基
準
一
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
設
計
の
効

一
化
な
ど
国
レ
ベ
ル
で
具
体
的
な
動
一
率
化
以
外
の
メ
リ
ッ
ト
を
い
か
に

一
き
が
出
て
き
た
。
そ
う
遠
く
な
い
一
見
い
だ
す
か
が
建
設
コ
ン
サ
ル
と

一
う
ち
に
身
近
な
問
題
に
な
っ
て
く
一
し
て
も
重
要
だ
」
と
強
調
し
た
。

一
る
。
今
回
の
講
習
会
も
有
意
義
な
一
ま
た
、
「
C
I
M
に
よ
っ
て
、
自

1

冒
頭
、
品
質
向
上
委
員
会
の
八
一
時
間
に
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
一
ら
考
え
て
設
計
す
る
本
来
の
時
三
日
阜
岡
通
釦

尾
克
弘
委
員
長
は
「
設
計
時
に
C
一

つ

し

た

。

一

ス

タ

イ

ル

が

実

現

で

き

る

。

若

手

一

-
Mを
義
務
付
け
す
る
事
例
は
ま
一
講
習
会
で
は
前
回
に
引
き
続
一
が
非
常
に
楽
し
く
仕
事
を
し
て
お
一
朝
岐
静
唱
唱

さ
(
)
、
中
央
復
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
一
り
、
業
界
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
一

2
5
8
1
ト

…
一
の
森
博
昭
氏
と
工
藤
新
一
氏
が
講
一
る
」
と
期
待
し
た
。
工
藤
氏
は

c

一l

済
信
業

師
を
務
め
た
。
森
氏
は
「
C
I
M
一I
M
試
行
の
ポ
万
十
同
一
一
訂
経
売
経
陥
樋
江

ldン
プ
ル
に
簡
単
な
や
り
方
設
日
読
産
量
信

一
で
、
現
場
に
役
に
立
つ
こ
と
を
取
一
回

1
4
7
m
⑬
比

一
り
組
む
」
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

C
I
M
実
現
ヘ
講
習
会

讃
議
人
材
育
成
な
ど
紹
介

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
近

畿
支
部
は
4
目
、
「
c
I
M
に
関

す
る
講
習
会
(
第
2
回
)
」
を
大
阪

市
中
央
区
の
国
民
会
館
で
開
い
た

H
写
真
。

6
月
2
日
の
第
1
回
に

続
き
、
c
I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

~
一
モ
デ
リ
ン
グ
)
の
実
現
に
向
け
た

人
材
育
成
、
導
入
に
向
け
た
課
題

や
方
向
性
な
ど
を
紹
介
、
全
2
回

の
講
習
会
を
終
え
た
。

c
I
M
の

講
習
会
を
支
部
と
し
て
独
自
に
開

く
の
は
他
支
部
で
も
例
が
な
く
、

近
畿
支
部
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
全
国
的
に
も
注
目
を
集
め
た
。

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事
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